
18⽇に原油の⼀段安を受けてインド10年国債利回りは⼤きく低下
しました（価格は上昇）。また、19⽇にはRBIが12⽉の国債買い
⼊れオペの増額を発表し、1⽉も国債買い⼊れオペを⾏うと発表した
ことを受けて10年国債利回りは⼀段と低下しました。その後週末に
かけては利益確定売りに押されて10年国債利回りは上昇しました
が、週間では利回り低下となりました。
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［株式市場］SENSEX指数の推移
（2016年1⽉1⽇〜2018年12⽉21⽇）

［債券市場］インド⾃国通貨建て10年国債利回りの推移
（2016年1⽉1⽇〜2018年12⽉21⽇）

［為替市場］インドルピーの対円レートの推移
（2016年1⽉1⽇〜2018年12⽉21⽇）
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週初から19⽇まで、ルピーが堅調となったことや、原油価格が⼀段と
下落したこと、インド準備銀⾏（中央銀⾏、RBI）による国債買い
⼊れオペ増額の発表などを好感してインド株式市場は堅調となりまし
た。しかし、20⽇以降は海外市場が下落する中で、インド株式市場
でも利益確定売りなどを理由に下落し、週間でも下落となりました。

原油価格が⼀段安となったことを受けて、ルピーは対⽶ドルで上昇し
ました。円も対⽶ドルで上昇しましたが、ルピーの上昇幅が⼤きかった
ことから、対円でも上昇しました。

（対象期間：2018/12/17〜12/21）

出所：グラフおよび表はBloomberg L.P.のデータに基づきイーストスプリング・インベストメンツ作成。
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英国プルーデンシャルは、イーストスプリング・インベストメンツ株式会社の最終親会社です。最終親会社およびそのグループ会社は主に⽶国で事業を展開しているプルデンシャル・フィナ
ンシャル社とは関係がありません。

2018/12/14 2018/12/21 変化率
1.580 1.589 +0.58%
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2018/12/14 2018/12/21 変化幅
7.441 7.277 -0.164

2018/12/14 2018/12/21 変化率
35,962.93 35,742.07 -0.61%


